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＜永源寺図書館＞ 

展示のため、３月の映画会はおやすみします 

 

＜湖東図書館＞ 

11 日（土）14:00～16:00 

「シェーン」（洋画・字幕） 

 

** ３月の映画会 ** 

永源寺図書館 開館：10 時～18 時 

tel:0748-27-8050 IP:050-5801-8050 

fax:0748-27-8090 

愛東図書館 開館： 9 時～17 時 

tel:0749-46-2266 IP:050-5801-2266 

湖東図書館 開館：10 時～18 時 

（木曜日のみ 20 時まで） 

tel:0749-45-2300 IP:050-5801-2300 

fax:0749-45-3343 

 

図書館ホームページ→ 

各館の開館時間・連絡先 

永源寺・愛東 

インターネットで、図書館の資料を検索したり 

本や雑誌のバックナンバーを予約することができます。 

右の QR コードから、図書館ホームページにアクセス

してみてください。 

※予約には図書館で発行するパスワードが必要です 

** ごぞんじですか ** 

湖東 

  はお休み 

（第４金曜日は原則整理休館日） 



スポーツ選手にとって体を作る「食事」はも大切です。本栄養士の著者が、知っておき

たい栄養素、バランスの良い食事とは？などについて、ポイントを押さえてわかりや解説。

集中力アップ、疲労回復などテーマ別のバランス◎な定食レシピ 25 種類に加えて、試合

前の勝負めし、お弁当作りのコツ、おすすめの手作りデザート＆ドリンクも紹介されてい

ます。頑張る子どもたちを応援するお助け本です。 

 

あたらしくはいった本（永源寺・湖東・愛東図書館に入った主なものを紹介します）

くらし・健康 

世界が知らない日本の絶景３６６日 ＺＥＫＫＥＩ Ｊａｐａｎ／著 世界文化ブックス 

常識なのに！大人も答えられない都道府県のギモン 村瀬 哲史／著 宝島社 

こどもの知的好奇心がすくすく育つ学びスポット 瀧 靖之／監修 ＪＴＢパブリッシング 

手づくり二十四節気 平野 恵理子／著 ハーパーコリンズ・ジャパン 

音楽でかわる高齢者の心とからだ 佐治 順子／著 音楽之友社 

がん患者のこころをささえる言葉 清水 研／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『人生にはいつも料理本があった』 赤澤かおり/著 筑摩書房 

料理本の編集者として２０年以上にわたり、さまざまな本をつくってきた赤澤さん。本やメデ

ィアでお馴染みの料理家たちのもと、スタイリストやカメラマン、ブックデザイナーとともに、おい

しさを伝えることに常に全力投球です。本をつくるにあたって、必ずすることは、料理の試作を

繰り返すこと。そんな彼女が、自分の身体になじむ調理法を見つけたり、心に響く言葉と出合

ったりした、大切な料理本１５０冊を紹介します。季節の変わり目に開く本、思いついたときに

ぱらりとめくる本、言葉を味わう本など「おいしい」がつまった本がたくさん登場します。 

日本酒を好きになる 甲斐 勇樹／著 マイナビ出版 

ためして！ウラ技大全 わくわく生活ラボ／編 えほんの杜 

１０２歳、一人暮らし。 石井 哲代／著 文藝春秋 

自分で作る！ガーデン収納＆物置  ワン・パブリッシング 

ｎｅｉｇｅ＋猪俣友紀の端ぎれ＆布耳で作るバッグと小物 猪俣 友紀／著 主婦と生活社 

ちりめん動物歳時記 馬場 美智子／著 グラフィック社 

志麻さんのベストおかず 料理のきほん編 タサン志麻／著 扶桑社 

お医者さんが教えてくれた一年中冷え知らずごはん ワタナベ マキ／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

いちごのお菓子づくり 今井 ようこ／著 誠文堂新光社 

０．１．２歳児育児の気がかり相談室 中田 馨／著 ＷＡＶＥ出版 

自然と暮らす家 松川 絵里／文章 エクスナレッジ 

シニア犬のためのドッグマッサージ健康サポートＢＯＯＫ 山田 りこ／監修 メイツユニバーサルコンテンツ 

 

社会・教育・福祉 

世界のヘンな研究 五十嵐 杏南／著 中央公論新社 

ＨＳＰブームの功罪を問う 飯村 周平／著 岩波書店 

５０歳の壁誰にも言えない本音 河合 薫／著 エムディエヌコーポレーション 

徹底討論！問われる宗教と“カルト” 島薗 進／著 ＮＨＫ出版 

装飾古墳の謎 河野 一隆／著 文藝春秋 

徳川１５代のすべてがわかる家康と歴代将軍  中央公論新社 

図説六角氏と観音寺城 新谷 和之／著 戎光祥出版 

『東南アジア式「まあいっか」で楽に生きる本』 野本響子/著 文藝春秋 

経済的に豊かな国でありながら、多くの人が生きづらさを抱えている日本。対してマレーシア

では、収入の多さに関係なく国民の６７パーセントの人が、自分は幸福だと感じているそうです。

マレーシアの人々は、日本人から見れば「ちゃんとしていない」ように見えがちですが、その背

景にあるのは多民族国家ならではの「必要以上に比べない」「ほとんどのことは運」「間違える

のは仕方ない」という考え方。国の形に正解はありませんが、「こういう生き方もアリ」と思えると、

少し肩の力を抜くことができるかもしれません。 



お市の方の生涯 黒田 基樹／著 朝日新聞出版 

さらば、男性政治 三浦 まり／著 岩波書店 

認知症７００万人時代の失敗しない「成年後見」の使い方 鈴木 雅人／著 翔泳社 

脱「中国依存」は可能か 三浦 有史／著 中央公論新社 

村の社会学 鳥越 皓之／著 筑摩書房 

哀しくも愛おしい４０代おじさんのリアル 前沢 裕文／著 日経ＢＰ 

親の見守り・介護をラクにする道具・アイデア・考えること 工藤 広伸／著 翔泳社 

子どもたちにせめてもう１人保育士を 浦島 千佳／執筆 ひとなる書房 

「おふくろの味」幻想 湯澤 規子／著 光文社 

 

自然・ビジネス・産業 

地球外生命を探る 松井 孝典／著 山と溪谷社 

新種発見！ 馬場 友希／編著 山と溪谷社 

好きを生きる 牧野 富太郎／著 興陽館 

宇宙の歩き方太陽系ＴＲＡＶＥＬ ＢＯＯＫ 鈴木 喜生／著 Ｇ．Ｂ． 

琵琶湖の生物はいつ、どこからきたのか？ 西野 麻知子／編著 サンライズ出版 

『ファーブル驚異の博物誌』 イヴ・カンブフォール/著 奥本大三郎＆瀧下哉代/訳 エクスナレッジ 

この本は、ファーブルの生い立ちとその研究人生を追いながら、なぜ“昆虫”に夢中に

なったのか、“虫たち”の生態がいかに驚くべきものなのかを、『ファーブル昆虫記』から

の引用と色鮮やかなイラストや写真で解説しています。アナバチがコオロギを生け捕りに

するため神経中枢を正確に攻撃することや、スカラベやシデムシが糞や死体を土の中

に埋めて卵を産み付け幼虫の餌にするという記述は有名ですが、他にもコガネグモの巣

がつくる幾何学的な美しさなどの魅力的なエピソードがたくさん紹介されています。 

２０２３年はファーブルの生誕から２００年。あらためて、足元に広がる虫たちの摩訶不

思議な世界をのぞいてみましょう。 

図解よくわかるこれからの生産管理読本 吉原 靖彦／著 同文舘出版 

はじめての溶接作業 スキルアップ編 安田 克彦／著 日刊工業新聞社 

使い切れない農地活用読本 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 

ネットショップ初心者でも売れる商品写真の基礎知識とつくり方 黒葛原 道／著 玄光社 

 

芸術・趣味 

いとをかしき２０世紀美術 筧 菜奈子／絵・文 亜紀書房 

長谷川町子私の人生 長谷川 町子／著 朝日新聞出版 

アイヌモシリ オオカミが見た北海道 水越 武／著 北海道新聞社 

トモｓｕｎのいちばんやさしいウクレレ・レッスン トモｓｕｎ／著 ナツメ社 

映画は子どもをどう描いてきたか 佐藤 忠男／著 岩波書店 

文具＆紙ものグッズのつくり方 『デザインのひきだし』編集部／編 グラフィック社 

『７０歳からの椅子筋トレ』 枝光聖人/著 家の光協会 

歳を重ねる中で、体の痛みや疲れといった“不調”に悩む方も多いのではないでしょう

か？ これらの原因には、「筋肉が硬くなった」、「筋繊維が細く弱くなることで、筋肉量が

減ってしまっている」といったことが挙げられるそうです。この本では、椅子に座って無理な

く、安全に取り組める筋トレを、カラー写真で分かりやすく紹介しています。まずはセルフチ

ェックで体の弱っている所を確かめて、簡単なストレッチで筋肉をほぐします。それから重

点的に鍛えるのですが、取り組むのは週１回。まずは、気軽に始めてみませんか？  



ことば・文学・小説 

奇妙な漢字 杉岡 幸徳／著 ポプラ社 

会話を楽しむみじかい韓国語フレーズ キム スノク／著 ジャパンタイムズ出版 

物語のつむぎ方入門 エイミー・ジョーンズ／著 創元社 

上野千鶴子がもっと文学を社会学する 上野 千鶴子／著 朝日新聞出版 

『作家たちの手紙』  

 マイケル・バード＆オーランド・バード/著 福間恵（ほか）/訳 マール社 

ポストを開けたとき、ちらしでもＤＭでも請求書でもなく、友人からの封筒を見つけるとうれしい

ものです。メールどころか電話もあまり普及していない時代には、今よりもっとひんぱんに手書き

の手紙が人々のあいだを行き来していました。流麗な筆記体、くせがあって解読の難しそうな

字、タイプライターの整った字、時にはイラストも。『クリスマス・キャロル』のディケンズ、『レ・ミゼ

ラブル』のユゴー、そして日本の歌人与謝野晶子など、９４人の作家たちによる手紙の写真と

翻訳、そして解説が記されています。写真を眺めて翻訳を読み、解説にふむふむとうなずいて

また翻訳を読み、とすると、楽しさがいっそう深まりました。 

『覇王の轍
わだち

』 ススキノで起きた事故と病院での贈収賄事件の裏には、鉄道行政の闇が 相場 英雄／著 小学館 

『名探偵の生まれる夜』 芥川、野口英世…大正の文化人たちに立ちふさがる８つの謎 青柳 碧人／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『風を紡ぐ 針と剣縫箔屋事件帖』 花嫁衣装に忍び寄る影の正体は。シリーズ第３弾 あさの あつこ／著 実業之日本社 

『一睡の夢 家康と淀殿』 宿命と因縁に翻弄され、矜持と野心の狭間で揺れ動く二人 伊東 潤／著 幻冬舎 

『ソロバン・キッド』 終戦直後、アメリカの電気計算機と日本のソロバンとが対決した 犬飼 六岐／著 集英社 

『家康の海』 諸外国との対等な外交をめざした家康と、信仰を貫いたある娘の物語 植松 三十里／著 ＰＨＰ研究所 

『秋雨物語』 呪いを背負う青年の生き地獄、ある絶唱の記録など、至高のホラー４編 貴志 祐介／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『幽霊のお宝 新・木戸番影始末５』 庭に出る幽霊、お宝の在りかが示された古文書…… 喜安 幸夫／著 光文社 

『書楼
しょろう

弔
とむらい

堂
どう

 待
まつ

宵
よい

』 日露戦争前夜、迷える者の訪れる本屋があった。シリーズ第３弾 京極 夏彦／著 集英社 

『真珠とダイヤモンド』上・下 １９８６年春、証券会社で出会った二人の女の流転の運命 桐野 夏生／著 毎日新聞出版 

『ぼくはなにいろ』 体の傷、心の傷、不登校……繊細な若者たちの人間関係を描く 黒田 小暑／著 小学館 

『名探偵のままでいて』 認知症の祖父は安楽椅子探偵！？ このミス大賞受賞作 小西 マサテル／著 宝島社 

『つぎはぐ、さんかく』 惣菜と珈琲のお店を営みながら暮らす三人兄弟の事情と明日 菰野 江名／著 ポプラ社 

『猫にならって』 のら猫と出会った人々は、ゆるくつながる。生命をめぐる８つの物語 佐川 光晴／著 実業之日本社 

『樹林の罠 道警・大通警察署』 そのひき逃げは事故でなく事件？ 道警シリーズ第１１弾 佐々木 譲／著 角川春樹事務所 

『令和その他のレイワにおける健全な反逆に関する架空六法』 リーガルＳＦ短編集 新川 帆立／著 集英社 

『藍色ちくちく 魔女の菱刺し工房』 誰かを想って模様を作る。手芸×再生の物語 髙森 美由紀／著 中央公論新社 

『風の値段』 洋上風力発電の技術が海外に流出している？ 捜査の鍵を握るのは旧友 堂場 瞬一／著 小学館 

『蝙蝠
こうもり

か燕か』 急逝から１年。亡き作家を慕いつづけて生きた著者の未刊行作品集 西村 賢太／著 文藝春秋 

『間借り鮨まさよ』 人の心と胃袋も握る雅代さんの魅力とは。ハートウォーミング鮨小説 原 宏一／著 双葉社 

『ここが終の住処かもね』 風光明媚な丘陵地の「サ高住」。いまどきシニアの日常生活 久田 恵／著 潮出版社 

『最後のひと』 75歳になって、86歳のひとを好きになった。人生仕上げの情愛とは 松井 久子／著 中央公論新社 

『よき時を思う』 ９０歳の記念に開かれた晩餐会。祖母の生涯に秘められた苦難と情熱 宮本 輝／著 集英社 

『固結び 損料屋喜八郎始末控え』 心中を図った男女の奉公先は、賭場。シリーズ第５弾 山本 一力／著 文藝春秋 

『できたてごはんを君に。』 愛情たっぷりのかつ丼に、もちもち幸せの米粉パン 行成 薫／著 集英社 

『９０歳の人間力』 リンゴはキズがあるほうが甘くなる。人間だってそれは同じ 外山 滋比古／著 幻冬舎 

『はやく一人になりたい！』 自分を大事にしないと、誰かを大切にすることはできない 村井 理子／著 亜紀書房 

『ひとりだから楽しい仕事 日本と韓国、ふたつの言語を生きる翻訳家の生活』  クォン ナミ／著 平凡社 

『青いパステル画の男』 18世紀の肖像画が自分そっくり！ その男の正体は アントワーヌ・ローラン／著 新潮社 

 

ほかの図書館で所蔵している本や貸出中の本には、予約ができます。くわしくはもよりの図書館へおたずねください。 


